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自分の人生や家族の人生

　僕は実家を出るまで、いわゆるヘルパー
などの介護サービスを全く使ったことがな
かったんですね。家族の介護のみで、生活が
回っていました。ただ、それには限界がある
と家族を見ていて感じていました。僕には双
子の弟がいるんですけれども、両親が仕事の
時は、弟が介助をしてくれるんです。小さい
頃はいいんですが、思春期になってくると、
ショックでした。僕のことで弟の時間が取ら
れてる、やりたいことができないみたいなこ
とが、けんかの中で増えていく。それを言わ
れたらやっぱり言い返せない。してもらっ
てるのも事実ですし、実際に、彼の時間を僕
に使っている分、弟のやりたいことができな
い、僕がこの時間家にいるから帰ってこない
とあかんと、どうしても制約ができてしま
う。19歳ぐらいのときでした。もし親に何
かあった時、自分はどうなるのかなと考える
とすごく不安でした。その時に思ったのは、
僕が家にいると、なかなか親孝行は難しいな
ということでした。僕ができることは、家を
出ることなんじゃないかなと。それによっ
て僕は、僕の時間や人生を生きるし、家族は
家族でそれぞれの人生を生きる。僕は「して
あげている」と言われるのもだんだん嫌に
なって、窮屈になって家を出たいと思いまし
た。その頃は、親といろいろバトルがありま
したけど(笑)。だって、周りに一人暮らしを
している障害者がいないので、模範がないん
ですよ。「一人暮らしをしたい」と言っても

「いや、この身体で何ができるの」みたいな。
家族だからド直球で言います。それに対し
て僕も経験がないし、論破できない。結局、
行動を通して見せていくしかないのかなと。
ヘルパーさんに来てもらいながら暮らすと
いう生き方があるということを、3年かかろ
うが、5年かかろうが、10年かかろうが、見
せていくしかないのかなという思いで……。
だからいろんな人に相談をして、チームみた
いな感じで、支援者の方に集まってもらいま
した。そして、スポーツバック1個で家出し
たんです。部屋には、カーテンも何もなくて、
タオルケットだけフローリングにペロッと
敷いて（笑）。冷蔵庫も最初の頃はなかった。
だから、ヘルパーさんが家に来ても「家事援
助って何を援助するのか？違う援助がいる
んじゃないか」みたいな。そして、地域にす
ごい人がいるという感じですぐにケース会
議が開かれました。

講演活動は“種まき”

講演活動をしている中で、気づいたことがあ
ります。福祉のお仕事をされている方に講演
をさせてもらっても、福祉の仕事の現場で初
めて障害のある人と出会うんです。「脳性麻
痺って何？」「障害のことはわからへん。障
害者って、今まで僕の周りにはいなかったで
す」というのはよく聞きます。学校や身近な
場所でもっと早く出会っていたらと思いま
す。僕の講演で障害のある人と初めて出会っ
たという人もいます。だから、僕はその初め

「オフィスゆうき」として活
動するようになった経緯

　特別支援学校の高等部を卒業後、就労継
続支援Ｂ型の事業所さんで主に組み立て作
業をしていたんですよ。クリスマスの時に売
られているお菓子を入れる長靴を組み立て
たり、シール貼りや、名刺を作ったりと、手
を使う作業をずっとしていたんです。作業を
していく中で、その仕事が好きとか嫌いとか
ではなくて、自分に向いてるのかということ
を考えたんです。僕の個人的な意見ですが、
自分の障害に対して細かい作業をすること
が自分に合っているのか？お客さんに対し
てクオリティの高いものが自分にはできる
のか？という思いが働いている中でありま
した。だんだんと細かい作業ができなくなっ
たり、片手しか使えないので、生産的に厳し
いし、向いてないなと思いました。

　その後、まちかどプロジェクトさんの演劇
（生活介護）に関わらせてもらって、作業では
なく、演劇や講演活動をさせてもらいまし
た。その活動を通じて、自己表現や自分を発
信していくことを仕事としてやっていくこ
とにすごく魅力を感じました。
でも、いろんなことをさせてもらう中で、

次の思いが出てきました。県外に仕事に行か
せてもらうことが増えてきて、その時に先方
から「来られますか？」と聞かれたときに、自
分の考えで「行きます」と自分で決めてやっ
ていきたいなということです。責任はもちろ
ん伴いますが、自分で決断して、仕事を受け
たり断ったりと、関わってくれる人と直接や
りとりしたいと思いました。これまで、全部
自分で決めることが出来なかったことの方
が多かったのです。７年ぐらいまちかどプロ
ジェクトで活動させていただきましたが、自
分に正直になってみようかなと思って、退所
し「オフィスゆうき」として活動を始めました。

中川佑希（なかがわ・ゆうき）さん
は「オフィスゆうき」の代表とし
て学校や福祉事業所などで講演
や研修講師として活動されてい
ます。また、講演活動以外に「で
んくるん」としてお笑いの活動を
されています。「オフィスゆうき」
として活動を始められたきっか
けや、講演活動を通じて伝えてい
ることなどを伺ってきました。
（令和2年7月9日　オフィスゆう
きにて）

インタビュー
中川佑希さん
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ないかと思って、あえて困りごとを出してい
ます。全然知らないおばちゃんに、ICOCA
を拾ってもらったり、靴が脱げたら知らない
おっちゃんに靴を履かせてもらったりとか。
その出来事がきっかけで障害について何か
知ってもらったり、出会いや面白さがありま
す。大阪は、何も言わなくても来てくれます
が(笑)。もし、一人で全部できたら、これま
での出会いは一つもないんですよ。ピンチは
チャンスみたいな感じで思っていると、どの
場面でもそんなにしんどくないと思います。

人生の質について

　よく、「チャレンジしてますね」と言われる
んですけど、自分ではチャレンジをしている
感覚はないです。Ｍ-１グランプリの予選に
出たのも、お笑いが好きだし、出なくて後悔
するのなら、とりあえず出たい。結果はどう
なるかわからへんし、そこで追い返されたと
しても、僕の中では自分自身の気持ちに正直
になることが当たり前かなと思っています。
僕の障害は治ったり、よくなることはないの
で、10年前に比べると身体が動かしにくく
なったり、出来ないことが確実に増えていっ
ています。でも、自分の人生の質が下がって
るかと言うと、下がってないんです。周りは
どう思っているかわからないですけど、僕は
そう思っているし、言いきれます。10年前
に比べて、すごくたくさんの方々に出会って
支えてもらっているので、出会いがあるから
行動できる。行動して、あかんかったら相談

ができるし、リベンジもできます。もう一回
やってこれは合わないなと思ったらやめる
という選択もできます。講演活動などを通じ
て、出会いの数が増えました。出会いの数が
増えていくことによって、経験することが増
えたり、僕が想像もしてなかった仕事が増え
ました。
　世の中のエレベーターが全て無くなった
としても、人が手伝ってくれたら、段差を上
げてくれたり、解決できることがあるのと一
緒で、全部バリアフリーになるのはありがた
くていいんですけど、逆にすごくさみしさも
感じるんだろうなと思います。技術が発達し
て伸びる機械の腕があったら、ICOCAは自
分で拾えると思うんです。でも、おばちゃん
に拾ってもらうという出会いは、なくなるん
だろうなと思うと、ある程度、世の中に困る
ことがある方が面白さってあったりするの
かな。そこから、違うアイデアが出てきたり
とかするのかなと思います。今までの経験で
感じたことは、人と人との出会いのありがた
さを、常々思っていますね。

プロフィール
中川佑希（なかがわ・ゆうき）
オフィスゆうき代表・障害者差別のないおお
つをめざす会代表
2010年６月から大津市
内でアパートを借り自立
生活を開始。2018年5月
オフィスゆうき設立。講
演活動を中心に障害者の
人権啓発に努める。

中川佑希さんの
インタビュー全文

てを大事にしたいと考えています。僕の活動
は、例えると“種まき”みたいな感覚です。僕
が講演したからといって急に花がぱっと咲
くことはないんですけれども、話を聞いても
らったことがきっかけで、障害者に対する考
え方が少し変わったり、日常の生活場面で出
会ったときに、今までやったら無視をしてた
けど、ちょっと声をかけてみようかなと思っ
たり、エレベーターのボタンを押してくれた
りとか、そういうことで十分助かるので、何
かその人の中で一つでも意識が変わればい
いなと思います。
　福祉の職員さんの研修をさせてもらって
も、障害がある人は「暗い」「しんどそう」と
よく言われます。当然、いろんな人がいます
が、障害があってもなくても「同じやで」と
いうことをずっと伝えています。でも、障害
者と出会ったことがないと、同じと言っても
伝わりません。それをいかにわかりやすく伝
えるために、言葉では難しいのでビデオや写
真を見ていただいたりしています。相手と自
分の共通点を見つけられるか、というのはす
ごく意識しています。障害があるとかないと
かではなくて、趣味でも何でもいいんです。
好きなことや、好きな食べ物など、一つでも
共通点があれば、壁を超えられると思ってい
ます。障害がある人とない人じゃなくて、人
と人としての共通点。人権の話では、あまり
「差別」というワードを使わずに話すことを
意識しています。「差別」というワードを使っ
た方が正直しゃべりやすいし、話もまとめや
すいですけど、話が重くなるので、「差別」を
使わずに軽くしゃべろうとしています。

困った時はチャンス⁉

　車いすの人が一人で電車に乗るときは、駅
員さんに介助してもらって乗ります。駅員と
いう職業の人がいるゆえに、その人に任せて
おいたらいいやと周りの人は思っていると
思うんです。駅で困っていても駅員さんに言
えばいいや、ヘルパーさんが側にいるんだっ
たら、ヘルパーさんがしてくれるでしょう、
という部分があると思います。もちろん駅員
さんやヘルパーさんがいるのはありがたい
し、それで助かっているんですけれども、そ
こで、少し壁ができる場合もあるんだと思っ
ています。一人で移動することは当然リスク
もあって、困ることもあるんですけれども、
あえてそれを作る。物を落としても自分で
は拾えないので、それをどう頼むか、その都
度、考えるんですよね。ヘルパーさんがいた
らやってくれるので、自分で考える機会が減
ります。なので、課題をあえて作るみたいな
ことをします。しかし、それには賛否ありま
す。ヘルパーさんを使って出かけた方が安心
だし、わざわざ周りに迷惑をかけてみたいな
意見もあるんですけれども、僕は一人でいる
と周りの人とコミュニケーションが取れる
ので、この機会は大切だと思っているんです
よね。困っていることを自分で発信していく
ことは大事かなと思っています。自分が困っ
ていることと同じことで困っている人は、多
分世の中にいっぱいいる。自己満足やと言
われることもあるんですけれども、同じ悩み
があっても周りに言えない人もいるんじゃ


